
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
課

自
衛
官
募
集
事
務
に
関
す
る

対
象
者
情
報
を
提
供
し
ま
す

　
自
衛
隊
か
ら
市
に
対
し
て
、
法
令
に

基
づ
き
対
象
者
情
報
の
提
供
依
頼
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
対
象
と
な

る
市
民
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
情
報

の
提
供
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
本
人

ま
た
は
保
護
者
が
「
除
外
申
請
書
」
を

提
出
す
れ
ば
、
提
供
名
簿
か
ら
削
除
し

ま
す
。

▼
対
象
　
平
成
15
年
４
月
２
日
～
平
成

16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
お
よ
び
平
成

11
年
４
月
２
日
～
平
成
12
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
人

▼
提
出
期
限
　
５
月
14
日（
金
）

▼
除
外
申
請
書
配
布
場
所
　
安
全
安
心

ま
ち
づ
く
り
課
で
配
布
す
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

※
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
85
・

７
１
１
３
）田

川
交
通
安
全
協
会

優
良
運
転
者
表
彰
の
申
請
を
受
付

総
務
省
統
計
局・福
岡
県

労
働
力
調
査
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

保
健
福
祉
課

田
川
市
骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー
助
成
事
業

田
川
広
域
水
道
企
業
団

田
川
市
水
道
事
務
所

令
和
３
年
度
水
道
水
質
検
査
計
画

▼
対
象　
田
川
交
通
安
全
協
会
の
会
員

で
10
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
の
人

※
福
岡
県
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
の
無
事

故
、
無
違
反
証
明
書
が
必
要
。
セ
ン

　
総
務
省
統
計
局
と
福
岡
県
で
は
、
毎

月
労
働
力
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
失
業
率
や
雇
用
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
、
重
要
な
統
計
調
査

で
す
。
調
査
員
が
訪
問
し
た
と
き
は
、

調
査
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
個
人
情
報
は
保
護
さ
れ
ま
す
。

※
「
か
た
り
調
査
」
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
調
査
期
間
　
５
月
～
９
月

▼
調
査
地
区
　
大
字
弓
削
田
（
角
銅
原
、

下
弓
削
田
地
区
の
一
部
）

問
福
岡
県
調
査
統
計
課
（
☎
０
９
２
・

６
５
１
・
１
１
１
１
）

　
「
田
川
市
骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー
助
成

事
業
」
は
、
骨
髄
ド
ナ
ー
に
必
要
な
休

業
に
よ
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
に
交
付
し
て
い
る
助
成
金
で
す
。

▼
対
象
　
次
の
①
～
⑤
す
べ
て
に
該
当

す
る
人

①
本
市
に
住
所
を
有
す
る
人

②
骨
髄
な
ど
の
提
供
に
対
し
て
他
の
市

町
村
が
実
施
す
る
助
成
金
な
ど
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
人

③
骨
髄
な
ど
の
提
供
に
係
る
通
院
、
入

院
ま
た
は
面
談
を
行
う
た
め
休
業
し

た
人

④
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

⑤
企
業
、
団
体
な
ど
か
ら
給
与
な
ど
の

支
給
を
受
け
て
い
る
人
ま
た
は
事
業

を
行
っ
て
い
る
個
人
事
業
主
の
人

※
事
業
の
内
容
や
申
し
込
み
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
健
福
祉
課
福
祉
政
策
係
（
☎
85
・

７
１
１
８
）

　
田
川
市
水
道
事
業
で
は
、
市
内
と
赤

村
に
あ
る
浄
水
場
で
作
ら
れ
た
水
を
水

道
水
と
し
て
各
家
庭
へ
届
け
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
浄
水
場
の
水
は
、
み
な
さ

ん
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
大

腸
菌
や
に
ご
り
な
ど
51
項
目
の
水
質
検

査
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

水
質
検
査
を
い
つ
、
ど
こ
で
、
何
回
行

う
な
ど
の
水
質
検
査
計
画
と
そ
の
結
果

タ
ー
の
手
数
料
は
８
７
０
円
で
す
。

※
表
彰
の
種
別
で
申
請
条
件
や
申
込
期

限
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
田
川
交
通
安
全
協
会
（
☎
42
・
２
４

７
６
）

を
、
田
川
広
域
水
道
企
業
団
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
田
川
市
水
道
事
務
所
窓
口
な

ど
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
各
浄
水
場
の
施
設
見
学
も
で

き
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
場
合
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
田
川
広
域
水
道
企
業
団
田
川
市
水
道

事
務
所
（
☎
85
・
７
１
６
２
）、
田

川
広
域
水
道
企
業
団
事
務
局
本
部

（
☎
23
・
２
１
４
７
）

　段ボールやもみ殻くん炭（堆肥の原料）などを利用して、
生ごみを堆肥化する段ボールコンポストを無償配付しま
す。段ボールコンポストを使ってできた堆肥は家庭菜園
などで利用できます。段ボールコンポストを使って、生
ごみの減量に取り組んでみませんか。
●配布場所　資源ごみ拠点回収施設（清掃事務所敷地内）
　　　　　　（大字川宮1550番地）
●配付開始　４月21日(水)９時 
※配付個数に達し次第終了
●配付時間　水曜日、土曜日を除く９時～16時
※水曜日の配布は初日の４月21日のみ行います。
●対象　本市在住で令和２年度の配付を受けていない人
※段ボールコンポストの利用状況調査などを行います。
ご協力をお願いします。
●費用　無料
●配布個数　先着100個（１世帯１個限り）
●申し込み方法　配布場所で申込書を記入して申し込み。

その場で段ボールコンポストを配付します。
※氏名・住所を確認できるもの（マイナンバーカード・
運転免許証など）を持参してください。

　　継続して段ボールコンポストを使用する人には、
補助金制度があります。詳しくは市ホームページま
たは環境対策課と資源ごみ拠点回収施設で配布し
ているチラシをご覧ください。

あなたの家の生ごみが肥料になります 段ボールコンポスト無償配付

生ごみを入れる 混ぜる 堆肥の完成

段ボールコンポストの利用方法

●問い合わせ　環境対策課（☎85-7142)●問い合わせ　環境対策課（☎85-7142)

①利用申請　申請書・医師意見書などを市の窓口（保健福祉課）に提出 
②利用決定通知　申請内容を審査し、市から決定通知を送付 
③サービスの利用　利用者は、介護サービス事業者と契約し、サービスを利用する 
④サービス利用料の支払い　利用者は、介護サービス事業所で請求された額を一旦全額支払う 
⑤助成金の請求　利用者は、請求書（市様式）および事業所から受け取った領収書などを市の窓口（保健福祉課）に提出 
⑥審査、助成金の支払い　申請内容を審査し、市から助成金が支払われる 

次の⑴～⑷すべてに該当する人
⑴本市に住所を有する40歳未満の人
⑵がん患者
　介護保険における特定疾病としての「がん」
の定義（注１）および診断基準に該当する人
⑶在宅療養上の生活支援および介護が必要な人
⑷他の助成事業で同様のサービスの利用を受け
ることができない人

（注１）医師が一般に認められている医学的知見
に基づき、回復の見込みがない状態に至った
と判断したものです。

⑴訪問介護
　・身体介護（入浴、排泄、食事の介助）
　・生活援助（掃除、洗濯、調理などの介助）
　・通院など乗降介助（通院などのための車両
への乗降介助）

⑵福祉用具貸与・購入（20歳未満の利用者を除
く）
　・車いす（附属品を含む）
　・特殊寝台（附属品を含む）
　・床ずれ防止用具
　・体位変換器（起き上がり補助装置を含む）
　・手すり（工事を伴わないもの）
　・スロープ（工事を伴わないもの）
　・歩行器
　・歩行補助つえ
　・移動用リフト（つり具の部分を除き、階段
　　移動用リフトを含む）
　・自動排泄処理装置（レシーバー、チューブ、
　　タンクなどを除く）
　・腰掛便座
　・入浴補助用具
　・自動排泄処理装置の交換可能部品
　・簡易浴槽
　・移動用リフトのつり具の部分

対象となるサービス対　　象

右記のサービス費用の１割
※対象となるサービスの利用上限額は、１か月
６万円までです。６万円を超えた場合は、そ
の月の超過額はすべて利用者負担となります。
例）費用が月６万円の場合
　　助　 成 　金　５万４千円
　　利用者負担      　６千円

利用者負担金

田川市小児・AYA世代がん患者
在宅療養生活支援事業が

始まりました
「小児・AYA世代」とは、15～39歳の思春期・若年成人のみなさんのことです。

本市では、この世代のがん患者が、住み慣れた自宅で自分らしく安心して生活を送ることができるよう、
訪問介護、福祉用具貸与・購入に必要な費用の一部を助成します。

手続きの流れ

はいせつ

ア　ヤ

田川市役所　TEL：0947-44-2000 代表／ FAX：0947-46-0124
ホームページ https://www.joho.tagawa.fukuoka.jp/

平日夜間の応急的診療：内科のみ（19時～21時※高校生以上）◆ところ・問い合わせ 田川地区急患センター（☎ 45-7199）広報たがわ
R3. 4.15号
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